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Pick Up
今月のイベント
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行
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、
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加
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ャ
レ
ン
ジ
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ッ
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戦
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た
小
澤
航
太
郎
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苗
代
中
３

年
）は
「
と
て
も
わ
か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
た
。
他
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交

流
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ら
れ
た
こ
と
も
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か
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」
と
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し
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和
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酵
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ン
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が
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呈
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れ
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し
た
。
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今月の表紙
全校児童と保護者が参
加する、緑小運動会恒
例の競技「でかパンリ
レー」。大きなパンツ
をバトン代わりに、親
子ではいてつなぎます。
児童は楽しそうな顔、
保護者は真剣な顔で走
る姿が印象的でした。

【撮影日】　５月 25 日
【撮影場所】　緑小学校

【目次】

受章おめでとうございます
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石
澤
喜
一
郎
さ
ん

　　　　　いしざわ・きいちろう
昭和 13 年新町ろ生まれ。若松商高卒業後、町
内の郵便局に勤務。在職中の 59 年から現在ま
で保護司を務め、非行少年の更生などに尽力。
平成 14 年から 19 年まで猪苗代地区保護司会
副会長、19 年からは５年間、会長を務めた。
現在も保護司を続け、社会復帰を目指す人の支
援に奔走する。

Profile

教育公務員として
瑞宝小綬章を受章

保護司として
瑞宝双光章を受章

　温厚で気さくな性格と高い人格識見を持ち、地域住
民の信頼が厚い石澤喜一郎さん（74）＝新町ろ。春の
叙勲で瑞宝双光章を受章しました。
　「受章したことよりも、陰で頑張っている保護司の
仕事に光が当たることをうれしく思う」と話す石澤さ
ん。昭和 59 年に保護司として任命を受けて以来、約
30 年にわたり、昼夜を問わず罪を犯した人の更生に
尽力してきました。
　「担当していた少年が補導され、夜中に警察署まで
迎えに行ったり、殴り合いのけんかを仲裁しに行った
りと、大変なこともあったが、子どもの運動会に家族
で参加する姿などを見ると、続けてきてよかったと思
う。結婚式に呼ばれた時は本当にうれしかった。保護
司の勲章のようなもの」と目を細めます。
　あと１年ほどで保護司の定年を迎える石澤さん。「一
生保護司の気持ちを持ち続け、犯罪の予防に努めてい
きたい」と決意を語ります。

安
部  

哲
夫

　　　　　あべ・てつお
昭和 17 年上新町生まれ。会津高から武蔵野音
大に進学し、卒業後、教職に就いた。いわき光
洋高校長、県教育センター所長などを歴任し、
平成 15 年に福島女（現橘）高最後の校長とし
て退職するまでの 38 年間、県内教育行政の伸
展に尽力した。現在はゴルフ場の社長を務め、
昨年２月には県ゴルフ連盟の会長に就任。

Profile

　明るく気さくな人柄、卓越した識見と指導力で地域
住民の信頼も厚い安部哲夫さん（71）＝上新町。春の
叙勲で瑞宝小綬章を受章しました。
　「父（故安部丒

う し

亥
い

さん）と親子２代で叙勲を受けられ
たことを大変うれしく思う。これも今まで支えてくれ
た先輩方や仲間のおかげ」と話します。
　昭和 40 年に武蔵野音大を卒業し、教職の道へ。い
わき光洋高校長、県教育センター所長などを歴任し、
教育制度の改革などに積極的に取り組み、県内教育行
政の伸展に尽力しました。　
　一番の思い出は、母校の会津高赴任中に顧問として
合唱部を３年連続日本一に導いたこと。「離任式では
生徒らが『アベチャ頑張れ』『アベチャ元気でな』とエー
ルを送ってくれた」と感慨深げに話します。
　現在は県ゴルフ連盟の会長を務める安部さん。「経
営するゴルフ場をより魅力のあるものにし、次の世代
にしっかり引き継ぎたい」と意欲を見せます。


